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【緒 言】被験者が感覚刺激 を受けて,そ れを意

識 したらできるだけ速 く随意的に反応動作を起 こ

す時,刺 激か ら反応 までの時間を反応時間(RT)

とい う。本研究では,こ のRTの 測定が顎機能検

査の指標 として利用可能かどうかを検討すること

を目的に,こ れまでに他分野で明 らかにされて き

ている指のRTと の比較を行い,顎 運動RTの 生

理的な特徴の解析 を行った。

【方 法】顎口腔および手指に特記すべき既往歴

がなく,本 実験の意義を十分に理解 して協力を得

ることができた健常成人22名 を被験者 とした。反

応 を誘発させるための3種 類の刺激 として,音 刺

激,光 刺激および前額部皮膚への電気刺激を用い

た。開口運動 と示指屈曲運動の記録には,ポ ジショ

ンセンサを利用 した。3刺 激によるRTの 測定順

序はランダムとし各々20回 測定 した。 さらに,各

運動の発現に関わる脳内機構 を知る目的で,光 刺



激による反応動作前後の脳波 を同時記録した。

【結果と考察】開口運動,示 指屈曲運動 ともに音

刺激によるRTが 最も短かった。これは光や皮膚

感覚情報に比べ弁別に要す る脳内処理時間が短い

ことによると考えた。また,光 刺激による変動係

数(CV)が 最 も小 さかった。 これは光の刺激条

件が最 も安定 していることによると推察 した。 し

かし,す べての刺激条件で開口RTの 方が示指屈

曲RTよ り長 く,末 梢経路か らは説明できなかっ

た。

反応動作の直前に出現 し,集 中や期待 に関連 し

て生 じるとされ る脳波成分のCNV(随 伴陰性変

動)の 大 きさ(30回 の加算平均)を 比較すると,

15名 のすべてで開口CNVが 示指屈曲CNVよ り

も有意に小 さかった。さらに開口運動 と示指屈曲

運動のRTとCNVを 比較 した結果 か ら,CNV

の大 きさとRTの 長 さとの間に有意な負の相関関

係が認められた。以上から,運 動経路から想定 さ

れるよりも開口RTが 延長 した理由として,顎 運

動が示指運動に比べ刺激に対 して俊敏 に反応 しよ

うとす る日常的な経験が不足 していることによる

と解釈 した。

また,開 口動作でのみ実験の進行に伴 った有意

なRTの 短縮 とCNVの 増大が認め られた。 この

結果は,練 習効果によって集中度が増 し反応動作

が俊敏になったことを意味することになる。顎反

応動作の練習が有用な顎機能訓練法 となりうるこ

とを示唆している。


